
平成２２年第１５回福岡県教育委員会会議（定例会）会議録 

 
１ 開催日時 

  平成２２年８月４日（水）１４時００分から１４時５０分まで 
 
２ 場所 

  福岡県庁４階 教育委員会会議室 
 
３ 出席委員 

  清原雅彦、久留百合子、住吉徳彦、太田浩二、二子石竜子 
杉光誠（教育長） 

 
４ 欠席委員 

  なし 
 
５ 出席事務局職員 

  教育次長 荒巻俊彦、理事 中嶋利昭、総務部長 今田義雄、 
教育企画部長 清田嘉治、教育振興部長 森下博輝、 
総務課長 西牟田龍治、財務課長 高田光邦、文化財保護課長 平川昌弘、

企画調整課長 本園明、社会教育課長 木原忠、教職員課長 川添弘人、

施設課長 辰田一郎、高校教育課長 南野圭史、義務教育課長 吉田法稔、 
人権・同和教育課長 森田耕治、体育スポーツ健康課課長補佐 早川昌宏 

 

６ 会議 

 １４時００分、清原委員長が開会を宣言し、本日の議題について非公開発議

の有無の確認を行った。 
 本日の議題に対して非公開の発議はなく、公開と決定された。 
 
（１）議事 

  ・第３３号議案 平成２２年度 教育委員会の権限に属する事務の管理及

び執行状況についての点検及び評価（平成２１年度対象）

について 
本園企画調整課長から地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２７条の規定に基づき、「平成２２年度 教育委員会の権限に属する事

務の管理及び執行状況についての点検及び評価（平成２１年度対象）」

を実施する旨の説明があった。 
次いで審議が行われ、久留委員から、前回の会議で「教育委員会の



活動状況についてはもう少し厳しく評価した方がいいのではないか」

と意見していたが、多少の言い回しの修正ではあるが、意図は汲んで

いただいているとの意見があった。また、学識経験者の意見について

は、もう少し厳しい意見があってもいいのではないかとの意見があっ

た。これに対し、本園企画調整課長から、前年度に学識経験者から指

摘された箇所は次年度に改善してきており、そういった点を御理解い

ただいているからではないかとの説明があった。 
また、清原委員長から、学識経験者が評価したのは事務局側が呈示

したものだけであり、それ以外の施策等も含めた視点からの評価も必

要なのではないかとの意見があった。これに対し、本園企画調整課長

から、学識経験者が評価するにあたっては、事務局が作成した点検・

評価案以外にも、本県が作成している資料等も併せて情報提供するな

どの対応をしているところである旨の説明があった。 
    清原委員長から、第３３号議案について他に意見の有無を問い、全員

異議なく、第３３号議案は原案どおり可決された。 
 

（１）報告 

・平成２２年度全国学力・学習状況調査結果の報告等について 

吉田義務教育課長から、平成２２年度全国学力・学習状況調査のうち

抽出調査の結果概要のほか、抽出以外を含む県全体の結果については９

月中旬頃を目途に取りまとめること、また今後の学力向上に向けた取組

等について説明があった。 

次いで審議が行なわれ、清原委員長から、小学校は改善されつつある

のに対し、中学校ではそこまでの改善がみられないとのことだが、対策

がまだ不十分なのではないかとの意見があった。これに対し、吉田義務

教育課長から、中学校の学習指導に問題があるのか、あるいは小学校段

階の基礎学力がしっかりしていないから、多少の対策だけでは学力向上

につながらないのか等、いろいろな見方ができるが、まだ抽出調査の結

果だけであり、今後しっかりと分析して対応していきたい旨の説明があ

った。 

また、太田委員から、本年度で４年目であり、調査対象である中学３

年生は小学６年生の時にも対象となっているが、その時と比較して今回

の結果はどうなのかとの質問があった。これに対し、吉田義務教育課長

から、まだ詳細な分析ではないので確定的なことは言えないが、全国的

な位置はほとんど変わっていない状況である旨の説明があった。 

また、清原委員長から、この調査結果を受けて、現場の先生方がどう

感じているのか、その声をぜひ聞かせてほしいとの要望があった。これ



に対し、吉田義務教育課長から、その点についても対応していきたい旨

の説明があった。 

また、住吉委員から、以前から特に地区ごとの学力差が大きな課題で

あり、これまでも低い地区に重点的にいろいろな対策をとってきたとこ

ろだが、それらの取組の効果はどうなのか、今後きちんと分析して報告

してほしいとの要望があるとともに、本県が他県に比べ学力が低位なの

は、他県がいろいろと対策を強化しているからなのか、あるいは本県の

対策が不十分なだけなのか、現状でどう考えているのかとの質問があっ

た。これに対し、吉田義務教育課長から、本県を含め各県とも対策を強

化し、上位県と下位県との差は当初と比べ確実に縮まってきており、他

県だけが向上しているとか、あるいは本県だけが低下しているというこ

とはないとの説明があった。 

 

 清原委員長が閉会を宣言し、１４時５０分閉会した。 


